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2.本年度の研究業績
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3.今後の研究計画
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4.指導責任者の意見

李燕さんは、黄色ブドウ球菌の複製タンパクに関する研究に従事し、いくつかの重要な業績を挙げました。

まず初めに李さんは、黄色ブドウ球菌の温度感受性変異株を分離し、その温度感受性を相補するいくつか

の遺伝子の同定に成功しました。さらに、李さんは、 2つの温度感受性変異株について、 dnaDとし、う遺伝

子により混度感受性の増殖が相補されることを見出しました。 dnaD遺伝子は枯草菌で同定された遺伝子で

すが、黄色ブドウ球菌での報告はなく、李さんの研究が初めてであります。また、この遺伝子の研究は、

大腸菌では全く例がありません。さらに李さんは、放射標識したチミジンの取り込みで見た DNA合成がこ

の変異株では高温で低下していることを示しました。この結果は、黄色プドク球菌の dnaD遺伝子が DNA

複製に必須の役割を果たしていることを示すものであります。さらに李さんは、 dnaD変異株が高温条件下

では速やかに死滅することを発見しました。この結果は、この遺伝子の産物である DnaDタンパクの活性が

失われると、細胞死がおこることを示しており、 DnaDタンパク質が殺菌性を有する抗菌剤のよいターゲッ

卜となり得ることを示唆するものです。以上の研究成果は、細菌の分子遺伝学における研究業績として、

国際的にも高く評価されるべきものであり、近い将来、研究論文として学会誌に発表できると考えられま

す。したがって私は、李燕さんが、当初の期待通り、立派な研究成果を挙げたと高く評価しています。

指導-責任者氏名 問キ恥人⑮

5.研究報告書

別紙報告書作成要領により、添付の用紙で研究報告書を作成して下さい。

研究発表.中または研究中の本人のスナップ写真を添付して下さい。

※研究成果を発表する場合は、発表原稿・抄録集等も添付して下さい。

※発表に当つては、 H中医学蕗会助成金IごよQ旨を明記して下さい。
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